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-」の順序で調査を行いその有効性を検討する。上記の３種類の調査方法の具体的内容は
以下のとおりである。
1）個人インタビュー
各学習者に２回のインタビューを行った。１回目は、生育環境からインタビュー時まで
を、生育家族関係・学習経歴・職歴・結婚生活・夫婦関係などを、時系列でふり返り、２
回目は、講座修了後からの学習活動について語ってもらった。２回とも学習者に自由に語
ってもらうという、非構造化インタビューの方式をとった。アンドレア・フォンタナとジ
ェームス。Ｈ・プレイは、非構造化インタビューについて「問いの範囲を限定しかねないよ
うな、どのような事前のカテゴリー化も押し付けず、社会のメンバーの、複雑な行動を理
解する試み｡」１３）と述べている。さらに両者は、フェミニストの視点からも、「伝統的に男
性的な解釈に依拠してきた文化における女性の歴史を理解し、明るみにだすもの｡」１４)と
述べていることから、非構造化インタビューは、女性の学習者に適切である。
2）記述〔学習者がライフストーリーを書く〕
個人インタビューの後、そのトランスクリプトを学習者が読み、それを基にして、さら
に自分自身をふり返ってもらうために、ライフストーリーを書いてもらった。このねらい
は、書くことによりさらに自分自身の理解を深めるのではないか、そこに、新しい気づき
が起こるのではないかということである。書くという作業は、個々人により相違がでるの
で、学習者が書きやすいように枚数や形式は指定せず、自由に書いてもらった。
3）グループインタビュー
個人インタビューから約半年後に、グループインタビューを実施した。ブルックスは、
女性たちの「語り」の中で意識変容がもたらされる、という概念を提示している］5)。梅澤
は、「集団成員間の相互作用によって、個人面接ではとても期待できない、新しい考えやア
イディアを、期待することができる｡」’6）と述べている。このように、グループインタビ
ューを行うことで、他者の考えや意見を聞くことができ、当時の自分自身をふり返り確認
し、さらに新たな気づきを起すことが可能となる。各回３人ずつ、３０代、４０代、５０代の３
グループに分けて行った。年代別に行ったのは次の理由による。女性問題学習において学
習者が人生を語るときは、心の深層を表現する必要がある場合が多く、そのため、育った
時代や社会環境の類似する同世代のメンバーでグループを構成することにより、価値観を
相互に認めやすいコミュニケーション環境を作り出すことが重要である。それによって、
学習者が話しやすくなり、さらに相手を理解しやすくなると考えたためである。

個人インタビューを行うにあたって筆者は、学習者に対し１回目は、①ジェンダーの視
点をふまえて生育環境から現在までを自由に語る、２回目は②主に講座以降の活動に中心
を当てて語る、ということだけを説明し、学習者に自由に語ってもらった後、ライフスト
ーリーを書いてもらった。そして、自分自身を個人インタビューとライフストーリーでふ
り返った後、グループインタビューによって、他者との会話の中で自分をふり返る作業を
行ってもらった。なお本調査は、個人インタビューのトランスクリプトを参考にしてライ
フストーリーを書いてもらったため、その内容が重複することがあった。そのため両者を
総合的にとらえることとした。
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講座では（豆イフワークに合わせ、男女問でバランスよくペイドワーク、アンペイドワ
-クを分担するのが良ll_i)と気づき、修了後、英会話講師の仕事と子育て支援ボランテイ
アを始める。仕事で貯金したお金でＥさんはドイツ旅行をする。「自分で誰にも気兼ねする
ことなく、使えるまとまったお金は大事かなと思います」と経済的自立の必要性を再確認

グループインタビューを行うことで､自分たちの中に共有できるものを確認し合い、する。
より親密に感じた】 と述べており、他の学習者たちへの理解をさらに深めている。
Ｅさんは、／ご-ダンタどユーｆ礎いてもらうという行為ノで自分自身を（筆音にノ等身大で
受【ﾌ入れてもらい、イン夕どユーと記述すること/ごよグ癒された。イン夕どユー、記述、
グループグンタどユーの流ｿz力琲常Xご大箏だと患った｡ｊとの感憩を寄せている。つまり、
燭ﾉ(グンタど､ユーで等身大の自分を受け入れてもらクことば、調査音量にがして安心感を抱
き、その髪の記述やグループγン夕どユーで、学習青か､心の凝唇を出しやすい/f泥を炉る
と孝之られろ。
F言珂
夫の転勤で引っ越してきた地域で、何か活動したいと講座に参加した。講座を受講して
（力のなさはわかったが、自分で何かしなくては）と気づき、その後民生委員や子育て支
援のボランティアを始める。｢子育て支援を立ち上げたメンバーで残っているのが私一人に
なりました。やはり続けていくことが私のやり方なんだと再確認しました。」と語る。そし
てグループインタビューでは、【自然にでき得ること、それが大事だと納得できました｡】
と述べている。
Ｇさんは、燭ﾉ(イン夕どユー吟よりもクループγン夕どユー畔のばつか､、潰極酌に話を
Ｌ筆舂や他青にＧさんの,Ｌ､を開ぐ様子か鑑みられた。ｆみなさんも私と同じように、自分
自身をなんとかしたい、自分かt生かされたいと,患っていたのだと感じました｡ノと感想を語
っている。クツルーフ9ゲンタどユーは他舂を理樺して認めるとし}ク気づきを泥すのに有劾だ
といえる。そしてこれらの方法をとることは他舂との瀕密性を高め、，‘､の凝唇を話しやす
い折況を依る効果か､あるといえよう。
『̅=刀
講座受講以前からカウンセリングの学習をしていたが、講座で赤ちやんを連れて受講し
ている人を見て､(働く母親だけでなく育児専業の母親の預かり場所があっていい)と考え、
修了後、子育て支援ボランティアをする。インタビューでは「私の行動はカウンセリング
の考えが基本で、縦軸にカウンセリング学習があり、横軸に市民活動があることを認識し
ました」と述べる。
Ｉさんは､／出会った時点では、ついてい/ﾅない考え方、ついてL1/ﾅなLl感覚もあり/まし

たカミグループケンタどL1-では、摺手ぎすんなダ受/ﾌ入れられる気挿ち仁なグましたノ
と、他の学習音を認めている。グループγン夕ど､１-は他者とより溺密に会話する場でも
あり、他舂を理樺し認めるといぅ気づきの場になるため、他者理解に影響を与える方法で
あるといえる。

( 3 )タイプ3 : Fさんの事例
『̅=刀
講座では（夫婦が共に自立することの大切さを学び、夫に少しずつ自分の考えを言える
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３）ペトリューシカ・クラークソン著、日保田裕子訳『ゲシュタルト・カウンセリング』川
島書店、1999、p.４９．

４）ジョン。O・ステイーブンス著岡野嘉宏・多田徹佑・リード惠津訳『気づき-ゲシュ
タルト．セラピーの実習指導書-」（株）社会産業教育研究所、1982,p.7.

5)学会発表では「気づき」をタイプ別に分類したが、本稿での「気づき」の定義は本文に
記述したように幅広くとらえている。

6）ダニエル・ベルトー著、小林多寿子訳『ライフストーリーエスノ社会学的パースペク
ティブ』ミネルヴア書房、2003,p.５９．

７)桜井厚著、山田富秋編「ライフストーリーという研究方法｣『ライフストーリーの社会学』
北樹出版、2005、p.10｡

8）小林多寿子「語られたタクジ・ヤマシター日系アメリカ人一世のライフストーリー再
構築一」『日本女子大学紀要人間社会部第１４号』2003、pp.１-２０．

９）難波淳子「中年期の日本人女性の自己の発達に関する一考察一語られたライフヒスト
リーの分析から-」『社会心理学研究第１５巻第３号」2000、pp.164-177.

10）西倉実季著、桜井厚編「｢普通でない顔』を生きること-顔にあざのある女性たちのラ
イフストーリー」『ライフストーリーとジェンダー」せりか書房、2003、pp.６５-８５．

１')調査の概要(1)調査対象者：２０００年の横浜市青葉区「女性問題と話し合い学習」講座
（主婦を対象としたジェンダーに敏感な視点を養う啓発講座）受講者９名。プロフィー
ル（年齢、家族構成、活動内容の順)｡A:３７歳、夫・子２、英語翻訳講座受講中
B:４８歳、夫・子１、放送大学学生C:５８歳、夫・子２，ボランティア団体代表
D:４８歳、夫・子１，英語翻訳E:４８歳、夫・子３，英会話講師F:３６歳、夫・
子２、PTA委員G:５４歳、夫・子２、民生委員・子育て支援H:３６歳、夫・子１、
PTA委員I:５４歳、夫・子２、子育て支援カウンセラー。９人のうちＢさんを除く８人
は、講座後の自主グループで子育て支援のボランティア活動をする。筆者は学習支援者
として講座に携わった。(2)調査時期１)個人インタビュー調査：学習者１人に２時間程度
を２日間２００６年５月～７月２)学習者がライフストーリーを記述：２００６年８月～９月
３)グループインタビュー：２００７年１月～３月、各３人ずつ２時間程度。
12）２００６年１０月の学会発表では、「気づき」を個人インタビューとライフストーリーを書
くという方法で分析したが、その後研究を重ね、グループインタビューを加えた三通り
の方法による知見を得た。本稿では発表時の研究を発展させ、これらの方法が気づきを
促すために有用であるとの論を展開した。

13）アンドレア・フオンタナ、ジェームス．H･プレイ「インタビュー：構造化された質問
から交渉結果としてのテクストへ」（『質的研究ハンドブック３巻』平山満義監訳、藤原
顕編訳）北大路書房、2006、p.50.
14）同上p.５４．
１５)GroupforCollaborativelnquiry,"TheDemocratizationofknowledge''"曲〃
及加ca"o"仇az-rr､"44,1993,pp､43-51.

16）梅澤伸嘉著『実践グループインタビュー』ダイヤモンド社、1997,p.６４。
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